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「ＪＲ連合ビジョン」と
  政策提言の実践を通じて
   ＪＲ産業の持続的成長と
組合員の幸せを実現しよう！

JR連合

JR連合

　

平
成
28
年
７
月
の
第
24
回
参
議
院
議
員
選
挙
当
選
者
の
任
期
満

了
に
伴
う
、
第
26
回
参
議
院
議
員
選
挙
の
実
施
が
予
定
さ
れ
て
い

る
。
５
月
31
日
時
点
で
選
挙
日
程
は
正
式
決
定
さ
れ
て
い
な
い
が
、

任
期
満
了
の
前
30
日
以
内
に
選
挙
を
実
施
す
る
こ
と
が
法
で
定
め

ら
れ
て
お
り
、
過
去
事
例
に
も
照
ら
せ
ば
、
７
月
上
中
旬
の
実
施

が
想
定
さ
れ
て
い
る
。

　

Ｊ
Ｒ
連
合
は
「
21
世
紀
の
鉄
道
を
考
え
る
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

所
属
の
参
議
院
議
員
お
よ
び
通
常
よ
り
各
種
活
動
に
お
い
て
連
携

を
図
る
４
産
別
出
身
の
候
補
を
重
点
候
補
に
決
定
し
た
。
人
物
本

位
・
政
策
本
位
の
Ｊ
Ｒ
連
合
の
政
治
方
針
に
基
づ
き
、
各
候
補
の

人
柄
や
政
策
等
に
つ
い
て
確
認
す
る
こ
と
を
要
請
す
る
。

　

具
体
的
な
取
り
組
み
と
し
て
、

選
挙
区
選
挙
で
は
、
改
選
期
を

迎
え
る
「
21
世
紀
の
鉄
道
を
考

え
る
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
所
属

の
各
議
員
を
重
点
候
補
、
地
方

連
合
会
の
推
薦
候
補
者
を
一
般

候
補
と
し
て
選
挙
戦
に
臨
む
。

　

ま
た
、
比
例
区
選
挙
に
つ
い

て
は
、
４
産
別
（
Ｕ
Ａ
ゼ
ン
セ

ン
・
電
機
連
合
・
電
力
総
連
・

Ｊ
Ｐ
労
組
）
か
ら
の
支
援
要
請

に
基
づ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
組
織

内
候
補
を
重
点
候
補
と
し
て
必

勝
に
向
け
た
運
動
を
展
開
す
る
。

　

人
物
本
位
・
政
策
本
位
の
考

え
方
に
立
ち
、
各
候
補
者
の
経

歴
や
政
策
に
つ
い
て
、
役
員
・

組
合
員
自
ら
で
こ
れ
を
確
認
す

る
こ
と
を
要
請
す
る
。

　

比
例
区
の
４
候
補
に
つ
い
て

は
、
公
式
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
等
の

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
と
そ
れ
ぞ
れ
が
使

用
す
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
掲
載
し
た
。

こ
こ
か
ら
政
策
等
の
把
握
を
行

う
と
と
も
に
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
や

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
等
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ

に
登
録
し
、
各
候
補
の
情
報
発

信
に
も
目
を
向
け
て
い
く
こ
と

を
要
請
す
る
。

◇
改
選
を
迎
え
る
議
員
フ
ォ
ー

　

ラ
ム
所
属
の
参
議
院
議
員

・
蓮　
　

舫
議
員
（
東
京
都
）

・
伊
藤
孝
恵
議
員
（
愛
知
県
）

・
福
山
哲
郎
議
員
（
京
都
府
）

・
古
賀
之
士
議
員
（
福
岡
県
）

・
足
立
信
也
議
員
（
大
分
県
）

◇
比
例
区
・
重
点
候
補

・
Ｕ
Ａ
ゼ
ン
セ
ン　

川
合
孝
典　

現

・
電
機
連
合　
矢
田
わ
か
子　

現

・
Ｊ
Ｐ
労
組　

し
ば
慎
一　

新

・
電
力
総
連　
竹
詰
ひ
と
し　

新

パネリストには航空連合、加盟単組の仲間も

　ＪＲ北労組は、５月11日、５月17日、
５月24・25日と３週間連続して新入社
員を新たな仲間として迎えた。
　言われるがままに労働組合へ加入す
るのではなく、どの組合が自分にとっ
て良いのかを考えたうえでの決断に、
あらためて敬意を表す。
　組合未加入の方も、既に北鉄労（Ｊ
Ｒ総連）に加入した方も遅くはない。
ぜひＪＲ連合の活動を知って頂き、Ｊ
Ｒ北海道内の労働組合を比較して欲し
い。

ＪＲ北労組で新入社員が新たな仲間に
　

５
月
18
日
、
Ｊ
Ｒ
連
合
は
１

９
９
２
年
５
月
18
日
の
結
成
か

ら
30
年
を
迎
え
た
。

　

結
成
30
周
年
に
あ
た
り
、
あ

ら
た
め
て
苦
難
を
乗
り
越
え
て

き
た
輝
か
し
い
歴
史
を
再
認
識

す
る
と
と
も
に
、
先
達
の
奮
闘

努
力
と
、
私
た
ち
を
支
え
て
い

た
だ
い
て
き
た
関
係
各
位
の
ご

協
力
に
心
よ
り
感
謝
を
申
し
上

げ
る
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
は
Ｊ
Ｒ
産
業
の
代

表
産
別
で
あ
る
と
は
い
え
、
組

織
の
拡
大
は
道
半
ば
で
あ
る
。

Ｊ
Ｒ
産
業
に
働
く
仲
間
の
総
結

集
へ
邁
進
す
べ
く
、
10
月
６
日

に
記
念
行
事
を
開
催
し
、
現
下

の
問
題
認
識
に
基
づ
く
次
代
に

向
け
た
提
言
を
発
信
す
る
考
え

で
あ
る
。

　

５
月
12
日
、
Ｊ
Ｒ
連
合
は
岡

山
市
内
に
お
い
て
「
第
12
回
安

全
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
開
催
し

た
。
開
催
に
あ
た
っ
て
は
、
会

場
の
感
染
症
対
策
に
万
全
を
期

し
た
う
え
で
、
オ
ン
ラ
イ
ン
視

聴
を
併
用
し
、
内
外
へ
参
加
を

広
く
呼
び
掛
け
た
。
当
日
は
Ｊ

Ｒ
連
合
加
盟
単
組
を
は
じ
め
、

連
合
加
盟
産
別
、
交
運
労
協
か

ら
総
勢
約
３
０

０
人
（
オ
ン
ラ

イ
ン
含
む
）
が

参
集
し
た
。

　

本
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
で
は
、「
よ

り
安
全
・
安
心

な
Ｊ
Ｒ
産
業
の

構
築
に
向
け
て

社
会
変
容
と
向

き
合
い
、
職
場

か
ら
安
全
の
取

り
組
み
を
検
証

し
よ
う
」
を
テ
ー
マ
と
し
、
Ｊ

Ｒ
各
社
で
展
開
さ
れ
る
業
務
改

革
や
効
率
化
施
策
、
新
技
術
の

導
入
に
つ
い
て
、
働
く
者
の
主

体
的
な
検
証
活
動
を
通
じ
て
、

安
全
・
安
心
な
職
場
を
構
築
し
、

Ｊ
Ｒ
産
業
の
持
続
的
な
成
長
に

繋
げ
て
い
く
決
意
を
共
有
し
た
。

　

第
一
部
で
は
、
ま
ず
大
原
記

念
労
働
科
学
研
究
所
の
余
村
朋

樹
研
究
部
長
が
「
業
務
環
境
の

変
化
と
安
全
の
取
り
組
み
」
を

テ
ー
マ
に
組
織
安
全
の
ア
プ
ロ
ー

チ
、安
全
文
化
構
築
の
ポ
イ
ン

ト
に
つ
い
て
、
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
の
基
調
と
な
る
講
演
を
行
っ

た
。
さ
ら
に
、
Ｊ
Ｒ
九
州
の
貞

苅
路
也
上
席
執
行
役
員
安
全
創

造
部
長
は
「
Ｊ
Ｒ
九
州
の
『
ゆ

る
ぎ
な
き
安
全
』
を
つ
く
る
」

と
し
て
、
Ｊ
Ｒ
九
州
の
安
全
中

期
計
画
や
安
全
創
造
運
動
の
概

要
、
新
技
術
活
用
に
よ
る
効
率

的
な
働
き
方
と
安
全
性
向
上
に

向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
講

演
し
た
。

　

第
二
部
で
は
、
単
組
・
エ
リ

ア
連
合
か
ら
の
取
組
報
告
と
し

て
、
Ｊ
Ｒ
西
労
組
中
央
本
部 

田
中
伸
樹
執
行
委
員
と
Ｊ
Ｒ
東

海
連
合
奥
村
敬
弥
事
務
局
次
長

か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
組
織
内
で
展

開
さ
れ
る
安
全
の
取
り
組
み
や

新
技
術
の
活
用
例
に
つ
い
て
報

告
を
受
け
た
。

　

第
三
部
で
は
、
冒
頭
、
航
空

連
合
航
空
安
全
局
大
瀧
恵
一
局

長
よ
り
、
「
リ
ス
ク
予
知
」
の

効
果
的
な
実
践
や
「
変
更
管

理
」
の
徹
底
な
ど
、「
安
全
と

変
革
の
両
立
に
向
け
た
航
空
連

合
の
取
り
組
み
」
に
つ
い
て
報

告
し
た
。
そ
の
う
え
で
、
「
社

会
変
容
と
向
き
合
い
、
様
々
な

変
化
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
中
で

安
全
を
最
優
先
と
し
た
主
体
的

な
職
場
の
取
り
組
み
」
と
題
し

た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

を
実
施
し
た
。
Ｊ
Ｒ
連
合
の
宮

野
勇
馬
企
画
部
長
が
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
を
務
め
、
前
出
の
５

人
が
引
き
続
き
パ
ネ
リ
ス
ト
と

し
て
登
壇
の
う
え
、
業
務
環
境

が
変
化
す
る
中
、
職
場
の
現

状
・
課
題
を
掌
握
し
、
安
全
・

安
心
し
て
働
く
こ
と
の
で
き
る

職
場
づ
く
り
に
向
け
て
討
議
を

深
め
た
。

　

最
後
に
Ｊ
Ｒ
連
合
の
鎗
光
俊

勝
労
働
政
策
部
長
は
「
持
続
可

能
な
職
場
の
構
築
に
向
け
て
は
、

組
織
間
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
充
実
・
強
化
が
不
可

欠
。
Ｊ
Ｒ
連
合
の
チ
ー
ム
力
を

高
め
、
妥
協
な
く
、
職
場
か
ら

厳
し
い
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
果
た

し
て
い
こ
う
」
と
力
強
く
訴
え

た
。
（
詳
細
は
次
号
「
て
る
み

に
」
に
て
報
告
予
定
）

ＪＲ連合結成３０年を迎えて
２０２２年５月１８日

日本鉄道労働組合連合会（JR連合）
　本日、ＪＲ連合は結成から３０年を迎えた。１９９２年５月１８日、私たち
は国鉄時代からの労働組合の離合集散、労使の対立や職場の荒廃などの不幸な
歴史に終止符を打ち、真にＪＲ労働者を代表し、社会的信頼と組合員の負託に
応えられる産業別労働組合たるＪＲ連合を結成した。そして本年は、鉄道開業
１５０周年の節目にもあたる。
　結成大会アピールでは、「自由にして、民主的な労働運動の継承と、その拡
大・発展に全力をつくすとともに、時代を先取りした創造的な政策推進を通じ、
ＪＲ各社における経営の安定と発展をはかり、組合員の雇用確保、労働条件の
維持・向上のため、『力と政策』にもとづくダイナミックな運動を展開してい
くことを改めて表明する」と力強く謳われている。
　国鉄改革では７万６千名が鉄道を去る雇用不安の悲劇を経験した。そして、
経営自主性を確保し鉄道を再生する改革の趣旨に基づき、ＪＲ各社の労使の努
力によってＪＲグループは成長、発展を遂げ、社会を支える基幹産業としての
役割を果たし、組合員と家族の雇用を守り地位を向上させてくることができた。
また、１０単組７万６千名で結成した組織は、現在、９８単組８万６千名とな
り、名実ともにＪＲ産業を代表する責任産別となった。
　ＪＲ発足から本年４月で３５年が経過したが、少子高齢化と人口減少、大都
市一極集中と地方の衰退、道路網の整備の進展、第４次産業革命とも評される
技術革新など、私たちを取り巻く環境は劇的に変化し、コロナ禍により変化が
加速している。また、ＪＲ各社間の経営体力の格差や、新幹線や大都市圏輸送
などの鉄道特性を発揮し得る分野と発揮し得ない分野との格差が拡大している。
私たちは国鉄改革に並ぶ産業としての大転換期にある。揺るぎなき安全を確立
し、世界に誇るわが国の鉄道をさらに発展させ、ＪＲ産業が持続的に成長して
いくためには、従来の延長線上でなく、社会変容に対応し、変化を先取りした
改革が必要である。ＪＲの民間活力を発揮しつつ、成長分野を磨くとともに、
不変である公共的な役割を果たしていかなければならない。そのために、官民
のパートナーシップの強化をはじめ、鉄道政策の大きな転換も求められている
といえる。
　また、ＪＲ連合はＪＲ産業の代表産別であるとはいえ、組織の拡大は道半ば
である。ＪＲ産業に働く仲間の総結集へ邁進するとともに、すべてのＪＲ会社
との信頼関係を確立し、ＪＲ労使が一致協力して、安全を基盤にＪＲ産業の持
続的な成長にむけて歩みを進めなければならない。そして、働く仲間の安定雇
用を確保し、社会的、経済的な地位を向上させ、誇りと働きがいの持てる魅力
ある職場を築いていかなければならない。私たちはこうした問題認識に基づき
１０月６日に記念行事を開催し、次代にむけて提言を発信する考えである。
　ＪＲ連合結成３０周年にあたり、あらためて苦難を乗り越えてきた輝かしい
歴史を再認識するとともに、先達の奮闘努力と、私たちを支えていただいてき
た関係各位のご協力に心より敬意を表し、感謝を申し上げる。そして、この節
目に次なる３０年を展望し、さらなる発展にむけて責任ある運動を力強く推進
していく決意を表明する。

ＪＲ九州
貞苅路也上席執行役員

大原記念労働科学研究所
余村朋樹研究部長

第
12
回
安
全
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

社
会
変
容
に
対
応
し
た

職
場
か
ら
の
安
全
確
立
に
向
け
て

第
12
回
安
全
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

社
会
変
容
に
対
応
し
た

職
場
か
ら
の
安
全
確
立
に
向
け
て

Ｊ
Ｒ
連
合
が
結
成
30
年

10
月
６
日
に
記
念
行
事
を
開
催

Ｊ
Ｒ
連
合
が
結
成
30
年

10
月
６
日
に
記
念
行
事
を
開
催

矢
や

田
た

稚
わ か

子
こ

竹
た け

詰
づ め

　仁
ひとし

柴
し ば

　慎
し ん

一
い ち

あなたと動けば、未来は変わる。

 頼れる政治。職場の声が原点！

ムダにしません。汗と税！
実現します。安心社会！電機連合、当選１回

国民民主党、議員フォーラム所属

電力総連副会長
国民民主党、新人

ＪＰ労組中央副執行委員長
立憲民主党、新人

川
か わ

合
い

孝
た か

典
の り

ＵＡゼンセン政治顧問、当選２回
国民民主党、議員フォーラム所属

第
26
回
参
議
院
議
員
選
挙

重
点
候
補
を
決
定

第
26
回
参
議
院
議
員
選
挙

重
点
候
補
を
決
定



ＪＲ連合令和4年（2022）6月1日 第 642号（２）

Ｊ
Ｒ
徳
島
駅
ビ
ル
ユ
ニ
オ
ン

（
２
月
24
日
）

・
定
期
昇
給　

実
施

レ
ー
ル
テ
ッ
ク
労
組

・
基
準
昇
給
額
表
、
技
能
評
価
給 

　
額
表
に
基
づ
く
昇
給　

実
施

・
基
本
給
の
引
き
上
げ　

８
０

　

０
０
円
〜
１
万
１
０
０
０
円

（
３
月
３
日
）

・
夏
季
手
当　

社
員
２
・
65
ヵ

　

月
、
シ
ニ
ア
契
約
社
員
１
・
32
ヵ

　
月
、
一
般
契
約
社
員
Ａ
・
Ｂ

　

６
万
円
、
一
般
契
約
社
員
Ｃ 

　

５
万
円　
　

（
４
月
20
日
）

Ｊ
Ｒ
九
州
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

労
組　
　
　
　

（
３
月
23
日
）

・
定
期
昇
給　

実
施

・
若
年
層
の
年
令
給
増
額
及
び

　

仕
事
給
の
一
部
見
直
し

・
通
勤
費
支
給
限
度
額
の
引
き

　

上
げ

・
社
有
車
に
よ
る
移
動
時
間
を

　

労
働
時
間
に
算
入
（
運
転
士
・

　
同
乗
者
）

Ｊ
Ｒ
西
日
本
商
事
労
組

（
３
月
29
日
）

・
ベ
ア　

１
０
０
０
円

・
定
期
昇
給　

実
施

・
夏
季
一
時
金　

２
・
２
ヵ
月

Ｊ
Ｒ
西
日
本
メ
ン
テ
ッ
ク
労
組

（
４
月
５
日
）

・
定
期
昇
給　

実
施
（
西
日
本

　

エ
リ
ア
）
Ｌ
職
３
２
０
０
円
、

　

Ｃ
職
２
８
０
０
円
、（
福
知
山

　

エ
リ
ア
）
Ｌ
職
２
６
０
０
円
、

　

Ｃ
職
２
２
０
０
円

・
夏
季
賞
与　

社
員
２
・
35
ヵ

　

月
、
準
社
員
１
・
04
ヵ
月
、

　

パ
ー
ト
（
西
日
本
エ
リ
ア
）

　

最
高
９
万
円
、
（
福
知
山
エ

　

リ
ア
）
最
高
７
万
円

Ｊ
Ｒ
西
日
本
ヴ
ィ
ア
イ
ン
労
組

（
４
月
６
日
）

・
定
期
昇
給　

実
施
（
平
均
２

　

２
１
２
円
）

九
州
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
労
組

（
４
月
15
日
）

・
定
期
昇
給　

実
施

Ｊ
Ｒ
九
州
シ
ス
テ
ム
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
ズ
労
組
（
４
月
８
日
）

・
定
期
昇
給　

実
施

Ｊ
Ｒ
九
州
住
宅
労
組

（
４
月
11
日
）

・
定
期
昇
給　

実
施

・
技
能
手
当
の
支
給
額
及
び
対

　

象
資
格
の
見
直
し

Ｊ
Ｒ
西
日
本
中
国
交
通
サ
ー
ビ

ス
労
組　
　
　

（
４
月
12
日
）

・
定
期
昇
給　

実
施

・
夏
季
手
当　

社
員
、
嘱
託
社

　

員
１
・
35
ヵ
月
、
臨
時
社

　

員
５
０
０
０
円

ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
西
日
本
フ
ー
ド
サ
ー

ビ
ス
ネ
ッ
ト
労
組
（
４
月
13
日
）

・
定
期
昇
給　

実
施

・
夏
季
一
時
金　

１
・
７
ヵ
月

・
年
度
末
手
当　

一
律
１
万
円

Ｊ
Ｒ
西
日
本
レ
ン
タ
カ
ー
＆
リ
ー

ス
労
組
（
４
月
14
日
）

・
定
期
昇
給　

実
施

・
契
約
社
員
等
の
時
給
一
律
５

　

円
以
上
引
き
上
げ

・
夏
季
賞
与　

社
員
、
エ
リ
ア

　

社
員
１
・
３
ヵ
月+

３
万

　

円
、　

嘱
託
社
員
１
ヵ
月+

　

１
万
円
、　
契
約
社
員
一
種
０
・

　
９
ヵ
月+

１
万
円
、
契
約
社

　

員
二
種
２
万
円+

３
０
０
０

　

円
Ｊ
Ｒ
九
州
ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス
ホ

テ
ル
労
組　
　

（
４
月
14
日
）

・
定
期
昇
給　

実
施

・
夏
季
賞
与　

１
ヵ
月

Ｊ
Ｒ
西
日
本
交
通
サ
ー
ビ
ス
労
組

（
４
月
14
日
）

・
ベ
ア　

１
０
０
０
円

・
定
期
昇
給　

実
施

・
夏
季
手
当　

社
員
、
嘱
託
社

　

員
１
・
４
ヵ
月

Ｊ
Ｒ
西
日
本
ポ
シ
ブ
ル
医
科
学

労
組　
　
　
　

（
４
月
15
日
）

・
定
期
昇
給　

実
施

・
ウ
ェ
ル
カ
ム
バ
ッ
ク
制
度
新
設

Ｊ
Ｒ
東
海
パ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
ズ

労
組　
　
　
　

（
４
月
18
日
）

・
定
期
昇
給　

実
施
（
標
準
乗

　

数
５
）

南
関
東
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
労
組

（
４
月
20
日
）

・
勤
続
給
、
職
務
給
昇
給　

実

　

施
（
職
務
給
に
一
律
２
７
０

　

０
円
の
加
算
）

・
夏
季
手
当 

１
・
５
２
５
ヵ
月

・
扶
養
手
当
増
額
一
人
あ
た
り

　

５
０
０
円
加
算

・
慰
労
金　

３
万
円

・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
還
元
金

　

１
万
５
０
０
０
円

ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
西
日
本
伊
勢
丹

労
組　
　
　
　

（
４
月
21
日
）

・
定
期
昇
給　

実
施

・
大
卒
初
任
給
引
き
上
げ 
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万
２
０
０
０
円

・
賞
与　

ス
テ
ー
ジ
Ｂ
、
Ｃ-

　

４
・
Ｃ-

３
（
旧
１
級
〜

　

３
級
）
２
・
５
ヵ
月
〖
６
月

　

０
・
５
ヵ
月
、
12
月
２
ヵ

　

月
〗、　

ス
テ
ー
ジ
Ｃ-

３
・

　

Ｃ-

２（
旧
Ｓ
３
級
・
Ｓ
２

　

級
）
「
旧
Ｓ
１
級
〜
Ｓ
３
級

　

社
員
賃
金
規
程
」
に
基
づ
き

　

支
給

・
短
時
間
勤
務
制
度
の
拡
充　

　

育
児
勤
務
パ
タ
ー
ン
増
（
６

　

時
間
20
分
勤
務
）

ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
東
海
髙
島
屋
労
組

（
４
月
21
日
）

・
昇
格
昇
給　

実
施
（
月
例
賃

　

金
総
額
５
９
０
５
円
）

・
夏
季
賞
与　

フ
ル
キ
ャ
ス
ト

　

（
社
員
）
２
・
05
ヵ
月
、
Ａ

　

Ｄ
キ
ャ
ス
ト
１
・
５
ヵ
月
、

　

キ
ャ
ス
ト
１
ヵ
月

Ｊ
Ｒ
西
日
本
テ
ク
シ
ア
労
組

（
４
月
21
日
）

・
ベ
ア　

２
０
０
円

・
定
期
昇
給　

実
施

・
夏
季
賞
与　

社
員
１
・
９
ヵ

　

月
＋
５
万
円
、
パ
ー
ト
従
業

　

員
４
万
円
、
契
約
社
員
（
無

　

期
・
有
期
）
８
万
円
〜
15
万

　

円 

・
別
居
手
当
の
増
額　

・
希
望
す
る
無
期
契
約
社
員
に

　

正
社
員
採
用
試
験
を
実
施

四
国
Ｋ
Ｉ
Ｏ
Ｓ
Ｋ
労
組

（
４
月
22
日
）

・
定
期
昇
給　

実
施

東
海
キ
ヨ
ス
ク
労
組

（
４
月
25
日
）

・
定
期
昇
給　

実
施
（
平
均
３

　

０
３
４
円
）

・
夏
季
一
時
金　
社
員
２
ヵ
月
、

　

契
約
社
員 

勤
続
年
数
に
応

　

じ
た
規
定
額

・
育
児
の
た
め
の
短
時
間
勤
務

　

対
象
者
の
拡
充

後
藤
工
業
労
組
（
４
月
25
日
）

・
定
期
昇
給　

実
施

・
夏
季
臨
時
給
与　

社
員
３
・

　

６
ヵ
月
＋
特
別
評
価
４
万
円 

・
内
入
換
作
業
手
当
の
支
給　

・
半
日
単
位
の
年
休
使
用
上
限

　

緩
和

Ｊ
Ｒ
西
日
本
テ
ク
ノ
ス
労
組

（
４
月
26
日
）

・
定
期
昇
給　

実
施

・
年
間
臨
給　

社
員
４
・
８
ヵ

　

月
（
夏
季
の
み
一
時
金
５
万

　

円
）

・
中
途
採
用
者
、
女
性
社
員
の

　

段
階
的
な
賃
金
是
正

・
永
年
勤
続
表
彰
制
度
の
見
直
し

Ｊ
Ｒ
西
日
本
新
幹
線
テ
ク
ノ
ス

労
組　
　
　
　

（
４
月
26
日
）

・
定
期
昇
給　

実
施

・
夏
季
臨
時
給
与　
２
・
５
ヵ
月

・
職
務
手
当
の
新
設

・
特
殊
勤
務
手
当
の
支
給
要
件

　

拡
充

・
特
殊
作
業
手
当
の
増
額
、
支

　

給
要
件
追
加

・
半
日
単
位
で
の
年
休
使
用
上

　

限
緩
和

西
日
本
電
気
テ
ッ
ク
労
組

（
４
月
26
日
）

・
基
準
昇
給　

実
施

・
夏
季
賞
与　

社
員
２
・
45
ヵ

　

月
＋
一
律
５
万
円

・
臨
時
手
当　

新
規
採
用
者
５

　

万
円
、
第
一
種
電
気
工
事
士

　

資
格
取
得
者
２
万
円
加
算
、

　

第
二
種
電
気
工
事
士
資
格
取

　

得
者
１
万
円
加
算
、
契
約
社

　

員
は
10
万
円
〜
15
万
円
（
勤

　

務
成
績
の
応
じ
２
万
円
〜
４

　

万
円
加
算
）

新
幹
線
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
東
海
労
組

（
４
月
27
日
）

・
定
期
昇
給　

実
施

・
準
社
員
の
日
給
90
円
引
き
上

　

げ
（
60
歳
未
満
の
勤
続
１
年

　

以
上
）

・
夏
季
手
当　

社
員
２
・
５
ヵ

　

月
、
嘱
託
社
員
20
万
円
、
準

　

社
員
10
万
円
〜
16
万
円

Ｊ
Ｒ
東
海
バ
ス
ユ
ニ
オ
ン

（
４
月
27
日
）

・
定
期
昇
給　

実
施

・
夏
季
手
当　

社
員
１・95
ヵ
月

Ｊ
Ｒ
西
日
本
ビ
ル
ト
労
組

（
４
月
27
日
）

・
ベ
ア　

２
０
０
円

・
定
期
昇
給　

実
施

・
年
間
臨
給　

社
員
、
嘱
託
社

　

員
５
ヵ
月
、
契
約
社
員
４
・

　

６
ヵ
月

Ｊ
Ｒ
西
日
本
Ｉ
Ｔ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
ズ
労
組　
　

（
４
月
27
日
）

・
定
期
昇
給　

実
施

・
夏
季
手
当　

２
・
１
ヵ
月
＋

　

個
人
加
算

関
西
工
機
整
備
労
組

（
４
月
28
日
）

・
定
期
昇
給　

実
施

・
夏
季
手
当　

２
・
５
ヵ
月

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

　

症
に
対
す
る
保
存
休
暇
使
用

　

条
件
の
見
直
し

東
海
整
備
労
組
（
５
月
２
日
）

・
定
期
昇
給　

実
施
（
平
均
１

　

０
０
０
円
）

・
夏
季
手
当　

社
員
、
嘱
託
社

　

員
１
・
９
ヵ
月
＋
成
績
給
、

　

臨
時
社
員
、
パ
ー
ト
社
員 

　

個
別
の
勤
務
成
績
等
を
踏
ま

　

え
支
給

新
幹
線
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
労
組

（
５
月
10
日
）

・
定
期
昇
給　

実
施
（
標
準
乗

　

数
４
）

・
夏
季
手
当 

２
・
75
ヵ
月

Ｊ
Ｒ
西
日
本
総
合
ビ
ル
サ
ー
ビ

ス
労
組　
　
　

（
５
月
10
日
）

・
夏
季
賞
与　
社
員
、
プ
ロ
フ
ェ
ッ

　
シ
ョ
ナ
ル
社
員
、
嘱
託
社
員

　
２
・
54
ヵ
月
＋
４
万
円
＋
特

　

別
加
算
４
万
円
、
シ
ニ
ア
社

　

員 

就
業
規
則
に
定
め
る
精
励

　

手
当
、契
約
社
員
（
月
給
・

　
時
給
制
）
３
万
円
〜
８
万
円
＋

　
６
万
円
＋
特
別
加
算
３
万
円
、

　
（
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
）３
０
０

　

０
円
〜
２
万
円
＋
２
・
５
万

　

円
＋
特
別
加
算
２
・
５
万
円
、

　

嘱
託
現
場
長
等
加
算
（
Ｇ
Ｌ
・

　
所
長
・
警
備
隊
長
等
）
１
・

　

５
万
円
×
在
籍
月
数
、
（
副

　

所
長
・
警
備
副
隊
長
等
）
５

　

０
０
０
円
×
在
籍
月
数

東
京
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
開
発
労
組

（
５
月
16
日
）

・
定
期
昇
給　

実
施（
乗
数
４
）

・
夏
季
手
当　

２
・
５
ヵ
月

ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
東
海
総
合
ビ
ル

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
労
組

（
５
月
16
日
）

・
定
期
昇
給　

実
施（
乗
数
４
）

・
夏
季
一
時
金
２
・
25
ヵ
月

・
資
格
取
得
報
奨
一
時
金
拡
充

・
資
格
自
己
取
得
手
当
及
び
技

　

能
手
当
拡
充

ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
東
海
物
流
労
組

（
５
月
18
日
）

・
定
期
昇
給　

実
施（
乗
数
３
）

・
夏
季
手
当　

２
・
５
ヵ
月

中
国
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
労
組

（
５
月
18
日
）

・
昇
給
額
表
に
よ
る
昇
給
実

　

施
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
東
海
ホ
テ
ル
ズ

労
組　
　
　
　

（
５
月
23
日
）

・
定
期
昇
給
及
び
年
齢
給
昇
給

　

実
施

・
夏
季
手
当　

社
員
１
・
３
ヵ

　

月
、
契
約
社
員 

個
別
契
約

　
に
お
け
る
支
給
月
数
か
ら
０
・

　

１
ヵ
月
分
減

ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
東
海
エ
ー
ジ
ェ

ン
シ
ー
労
組　

（
５
月
23
日
）

・
定
期
昇
給　

実
施

・
夏
季
手
当　

２
ヵ
月

ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
東
海
情
報
シ
ス

テ
ム
労
組　
　

（
５
月
24
日
）

・
ベ
ア　

３
０
０
円

・
定
期
昇
給　

実
施

・
夏
季
手
当　

２
・
75
ヵ
月

新
生
テ
ク
ノ
ス
労
組

（
５
月
25
日
）

・
定
期
昇
給　

実
施

・
夏
季
賞
与　

２
・
35
ヵ
月

東
海
交
通
機
械
労
組

（
５
月
25
日
）

・
定
期
昇
給　

実
施（
乗
数
４
）

・
夏
季
賞
与　

２
・
75
ヵ
月

ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
東
海
関
西
開
発

労
組　
　
　
　

（
５
月
25
日
）

・
定
期
昇
給　

実
施（
乗
数
５
）

・
夏
季
賞
与　
社
員
２
・
２
ヵ
月

・
夏
季
一
時
金　

ア
ル
バ
イ
ト 

　

２
万
円
〜
８
万
円

家族の幸せを大きくサポート

交通災害共済/生命共済/入院共済

共済でひろがる、
安心できる毎日。

しっかりと医療を保障する

生命共済/入院共済/総合医療共済

気になる費用。
気にせず治療。

契約引受団体：明治安田生命保険相互会社

契約引受団体：明治安田生命保険相互会社

交運共済 ニュース

交運共済 ニュース

家族の幸せを災害から守る

火災共済/地震風水害共済/交通災害共済/入院共済

自然は強い。
共済も強い。

契約引受団体：明治安田生命保険相互会社

交運共済 ニュース

家族の幸せを災害から守る

火災共済/地震風水害共済/
交通災害共済/入院共済

災害は避けられない。
安心はふやせる。

契約引受団体：明治安田生命保険相互会社

交運共済 ニュース みんなで暮らしをガード

みんなで暮らしをガードみんなで暮らしをガード

みんなで暮らしをガード
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　私たちＪＲ九州ステーションホテル小倉労
働組合の組合員45人が勤めるＪＲ九州ス
テーションホテル小倉は、小倉駅の真上に
位置し、天候に関係なく快適に足をお運びい
ただけるホテルです。にぎやかな中心街に歩
いてすぐに行けることから、ご利用いただく
と、ホテルに帰ってくるのも忘れるほど楽し
まれているようです。
　小倉は、鉄鍋餃子、ぬか炊き、焼きうど
ん、焼鳥、ラーメン、おでんなどおすすめグ
ルメがたくさんあるうえ、当ホテルからは観
光名所の小倉城も徒歩圏内です。４月28日に
は電車で15分の場所（旧スペースワールド
跡地）に、THE OUTLETS KITAKYUSHU
がオープン！そのすぐ近くには子供も楽しめ
る博物館もあります。（大人が楽しめる競輪
場、競艇場、競馬場も北九州には揃っていま
す）老若男女問わずお楽しみいただける街、
小倉！小倉に遊びに来るなら断然ＪＲ九州ス
テーションホテル小倉！全国の皆さまのお越
しをお待ちしております。

　さて、「ふれあいキャンペーン」ということ
もあり、小倉と当ホテルのアピールに力を入
れてしまいましたが、労働組合の活動も地道
に頑張っています。自組織の取り組みは勿論
ですが、現在はＪＲ九州グループの仲間を増
やすべく、ＪＲ九州連合が一丸となって組織
拡大に取り組んでおり、何とか結果に繋げた

～全国の仲間を
　 応援しよう～

ＪＲ連合
ふれあいキャンペーン

グループ労組めぐり
ＪＲ九州ステーションホテル小倉労働組合

いと思いま
す。動かな
ければ何も
始まりませ
ん。
　これから
も頑張って
まいります
ので、どう
ぞよろしく
お願いいた
します。

５
月
27
日
報
告
分
ま
で

以
降
の
妥
結
に
つ
い
て
は
、
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報
〜
」
に
て

掲
載
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続
し
ま
す
。

家族の幸せを大きくサポート

交通災害共済/生命共済/入院共済

共済でひろがる、
安心できる毎日。

しっかりと医療を保障する

生命共済/入院共済/総合医療共済

気になる費用。
気にせず治療。

契約引受団体：明治安田生命保険相互会社

契約引受団体：明治安田生命保険相互会社

交運共済 ニュース

交運共済 ニュース

家族の幸せを災害から守る

火災共済/地震風水害共済/交通災害共済/入院共済

自然は強い。
共済も強い。

契約引受団体：明治安田生命保険相互会社

交運共済 ニュース

家族の幸せを災害から守る

火災共済/地震風水害共済/
交通災害共済/入院共済

災害は避けられない。
安心はふやせる。

契約引受団体：明治安田生命保険相互会社

交運共済 ニュース みんなで暮らしをガード

みんなで暮らしをガードみんなで暮らしをガード

みんなで暮らしをガード


